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（
目
的
・
趣
旨
）

本
指
針
は
、
原
子
力
災
害
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
。
以
下
「
原
災
法
」
と
い
う
。）第

六
条
の
二
第
一
項
に
基
づ
き
、
原
子
力
事
業
者
（
原
災
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）、
指

定
行
政
機
関
の
長
及
び
指
定
地
方
行
政
機
関
の
長
、
地
方
公
共
団
体
、
指
定
公
共
機
関
及
び
指
定
地
方
公
共
機
関
そ
の

他
の
者
が
原
子
力
災
害
対
策
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
に
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

本
指
針
の
目
的
は
、
国
民
の
生
命
及
び
身
体
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
緊

急
事
態
に
お
け
る
原
子
力
施
設
周
辺
の
住
民
等
に
対
す
る
放
射
線
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
防
護
措
置
を
確
実
な
も

の
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
本
指
針
は
、
原
子
力
事
業
者
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
が
原
子
力
災
害
対
策
に
係
る

計
画
を
策
定
す
る
際
や
当
該
対
策
を
実
施
す
る
際
等
に
お
い
て
、
科
学
的
、
客
観
的
判
断
を
支
援
す
る
た
め
に
、
次
の

基
本
的
な
考
え
方
を
踏
ま
え
、
専
門
的
・
技
術
的
事
項
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

・
住
民
の
視
点
に
立
っ
た
防
災
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
。

・
災
害
が
長
期
に
わ
た
る
場
合
も
考
慮
し
て
、
継
続
的
に
情
報
を
提
供
す
る
体
系
を
構
築
す
る
こ
と
。

・
最
新
の
国
際
的
知
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
等
、
計
画
の
立
案
に
使
用
す
る
判
断
基
準
等
が
常
に
最
適
な
も
の
に

な
る
よ
う
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

（
対
象
）

本
指
針
の
対
象
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百

六
十
六
号
。
以
下
「
炉
規
法
」
と
い
う
。）に
規
定
さ
れ
た
原
子
力
施
設
（
原
災
法
の
対
象
と
な
る
も
の
に
限
る
。）の
原

子
力
災
害
及
び
核
燃
料
物
質
等
の
輸
送
時
の
原
子
力
災
害
と
す
る
。

（
過
去
の
経
緯
）

原
子
力
安
全
委
員
会
は
、
原
子
力
発
電
所
等
の
周
辺
に
お
け
る
防
災
活
動
を
よ
り
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
の
専
門

的
・
技
術
的
事
項
と
し
て
「
原
子
力
施
設
等
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
」（
以
下
「
旧
指
針
」
と
い
う
。）を
と
り
ま
と
め
て

き
た
。

平
成
二
十
三
年
三
月
に
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
が
起
こ
り
、
従
来
の
原
子
力
防
災
に
つ

い
て
多
く
の
問
題
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
平
成
二
十
四
年
三
月
に
原
子
力
安
全
委
員
会
の
原
子
力
施
設
等
防
災
専
門

部
会
防
災
指
針
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
か
ら「『
原
子
力
施
設
等
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
』
の
見
直
し
に
関
す
る
考

え
方
に
つ
い
て

中
間
と
り
ま
と
め
」（
以
下
「
中
間
と
り
ま
と
め
」
と
い
う
。）が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
、
国
会
、政
府
、

民
間
の
各
事
故
調
査
委
員
会
に
よ
る
各
報
告
書
の
中
に
お
い
て
も
多
く
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
、
住
民
等
の
視
点
を
踏

ま
え
た
対
応
の
欠
如
、
複
合
災
害
や
過
酷
事
象
へ
の
対
策
を
含
む
教
育
・
訓
練
の
不
足
、
緊
急
時
の
情
報
提
供
体
制
の

不
備
、
避
難
計
画
や
資
機
材
等
の
事
前
準
備
の
不
足
、
各
種
対
策
の
意
思
決
定
の
不
明
確
さ
等
に
関
す
る
見
直
し
に
つ

い
て
も
多
数
の
提
言
が
さ
れ
た
。

平
成
二
十
四
年
九
月
十
八
日
を
以
て
、
原
子
力
安
全
委
員
会
は
廃
止
さ
れ
、
同
年
九
月
十
九
日
に
原
子
力
規
制
委
員

会
及
び
事
務
局
で
あ
る
原
子
力
規
制
庁
が
発
足
し
た
。

本
指
針
は
、
前
記
の
旧
指
針
及
び
中
間
取
り
ま
と
め
の
内
容
を
精
査
し
、
さ
ら
に
、
前
記
の
各
事
故
調
査
委
員
会
か

ら
の
報
告
等
を
考
慮
し
た
上
で
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

第
１

原
子
力
災
害

\

原
子
力
災
害
及
び
原
子
力
事
業
者
の
責
任

原
子
力
災
害
と
は
、
原
子
力
施
設
の
事
故
等
に
起
因
す
る
放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
の
異
常
な
放
出
に
よ
り
生

じ
る
被
害
を
意
味
す
る
。
原
災
法
に
お
い
て
は
、
原
子
力
施
設
外
に
お
け
る
放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
の
放
出
が

一
定
の
水
準
を
超
え
た
場
合
に
は
、
原
子
力
緊
急
事
態
（
原
災
法
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
「
原
子
力
緊
急
事

態
」
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
該
当
す
る
も
の
と
さ
れ
、
緊
急
事
態
応
急
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
。

ま
た
、
原
子
力
事
業
者
が
、
災
害
の
原
因
で
あ
る
事
故
等
の
収
束
に
一
義
的
な
責
任
を
有
す
る
こ
と
及
び
原
子

力
災
害
対
策
に
つ
い
て
大
き
な
責
務
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

]

放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
の
放
出
形
態
及
び
被
ば
く
の
経
路

原
子
力
災
害
対
策
を
的
確
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
の
放
出
の
形
態
及
び
住
民
等
の

生
命
又
は
身
体
に
危
険
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
被
ば
く
の
経
路
に
つ
い
て
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

{

放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
の
放
出

ü

原
子
炉
施
設
で
想
定
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
放
出
形
態

原
子
炉
施
設
に
お
い
て
は
、
多
重
の
物
理
的
防
護
壁
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
防
護
壁
が
機
能

し
な
い
場
合
は
、
放
射
性
物
質
が
周
辺
環
境
に
放
出
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
大
気
へ
放
出
の
可
能
性
が
あ
る
放

射
性
物
質
と
し
て
は
、
気
体
状
の
ク
リ
プ
ト
ン
や
キ
セ
ノ
ン
等
の
希
ガ
ス
、
揮
発
性
の
ヨ
ウ
素
、
気
体
中
に

浮
遊
す
る
微
粒
子
（
以
下
「
エ
ア
ロ
ゾ
ル
」
と
い
う
。）等
の
放
射
性
物
質
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
気
体
状
又

は
粒
子
状
の
物
質
を
含
ん
だ
空
気
の
一
団
（
以
下
「
プ
ル
ー
ム
」
と
い
う
。）と
な
り
、
移
動
距
離
が
長
く
な

る
場
合
は
拡
散
に
よ
り
濃
度
は
低
く
な
る
傾
向
が
あ
る
も
の
の
、
風
下
方
向
の
広
範
囲
に
影
響
が
及
ぶ
可
能

性
が
あ
る
。
ま
た
、
特
に
降
雨
雪
が
あ
る
場
合
に
は
、
地
表
に
沈
着
し
長
期
間
留
ま
る
可
能
性
が
高
い
。
さ

ら
に
、
土
壌
や
瓦
礫
等
に
付
着
す
る
場
合
や
冷
却
水
に
溶
け
る
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
飛
散
や
流
出
に
は

特
別
な
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

実
際
、
平
成
二
十
三
年
三
月
に
発
生
し
た
東
京
電
力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
お
い
て

は
、
格
納
容
器
の
一
部
の
封
じ
込
め
機
能
の
喪
失
、
溶
融
炉
心
か
ら
発
生
し
た
水
素
の
爆
発
に
よ
る
原
子
炉

建
屋
の
損
傷
等
の
結
果
、
セ
シ
ウ
ム
等
の
放
射
性
物
質
が
大
量
に
大
気
環
境
に
放
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
炉
心

冷
却
に
用
い
た
冷
却
水
に
多
量
の
放
射
性
物
質
が
含
ま
れ
て
海
に
流
出
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
事
故
に
よ
る

放
出
形
態
は
必
ず
し
も
単
一
的
な
も
の
で
は
な
く
、
複
合
的
で
あ
る
こ
と
を
十
分
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

@

燃
料
施
設
で
想
定
さ
れ
る
放
出
形
態

Ë

火
災
、
爆
発
等
に
よ
る
核
燃
料
物
質
の
放
出

核
燃
料
施
設
に
お
い
て
は
、
火
災
、
爆
発
、
漏
え
い
等
に
よ
っ
て
当
該
施
設
か
ら
ウ
ラ
ン
や
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
等
が
エ
ア
ロ
ゾ
ル
と
し
て
放
出
さ
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
放
射
性
物
質
は
前
記
ü
と

同
様
に
プ
ル
ー
ム
と
な
っ
て
放
出
、
拡
散
さ
れ
る
。
フ
ィ
ル
タ
を
通
し
て
放
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
気
体

状
の
物
質
と
ほ
ぼ
同
様
に
振
る
舞
う
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
爆
発
等
に
よ
り
フ
ィ
ル
タ
を
通
さ
ず
に

放
出
さ
れ
た
場
合
に
は
、
粗
い
粒
子
状
の
放
射
性
物
質
が
多
く
な
る
。

ô

臨
界
事
故

臨
界
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
核
分
裂
反
応
に
よ
っ
て
生
じ
た
核
分
裂
生
成
物
の
放
出
に
加
え
、
反
応

に
よ
っ
て
中
性
子
線
及
び
ガ
ン
マ
線
が
発
生
す
る
。
遮
へ
い
効
果
が
十
分
な
場
所
で
発
生
し
た
場
合
は
放

射
線
の
影
響
は
無
視
で
き
る
が
、
効
果
が
十
分
で
な
い
場
合
は
、
中
性
子
線
及
び
ガ
ン
マ
線
に
対
す
る
防

護
が
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
防
護
措
置
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
中
性
子
線
及
び
ガ
ン
マ
線
の
放
射
線
量

は
発
生
源
か
ら
の
距
離
の
ほ
ぼ
二
乗
に
反
比
例
し
て
減
少
す
る
点
も
考
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

|

被
ば
く
の
経
路

被
ば
く
の
経
路
に
は
、
大
き
く
「
外
部
被
ば
く
」
と
「
内
部
被
ば
く
」
の
２
種
類
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
複
合

的
に
起
こ
り
得
る
こ
と
か
ら
、
原
子
力
災
害
対
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
双
方
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

ü

外
部
被
ば
く

外
部
被
ば
く
と
は
、
体
外
に
あ
る
放
射
線
源
か
ら
放
射
線
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。

@

内
部
被
ば
く

内
部
被
ば
く
と
は
、
放
射
性
物
質
を
吸
入
、
経
口
摂
取
等
に
よ
り
体
内
に
取
り
込
み
、
体
内
に
あ
る
放
射

線
源
か
ら
放
射
線
を
受
け
る
こ
と
で
あ
る
。

^

原
子
力
災
害
の
特
殊
性

原
子
力
災
害
で
は
、
放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
の
放
出
と
い
う
特
有
の
事
象
が
生
じ
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
子

力
災
害
対
策
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
次
の
よ
う
な
原
子
力
災
害
の
特
殊
性
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
原
子
力
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
被
ば
く
や
汚
染
に
よ
り
復
旧
・
復
興
作
業
が
極
め
て
困
難
と
な
る
こ
と
か

ら
、
原
子
力
災
害
そ
の
も
の
の
発
生
又
は
拡
大
の
防
止
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
。

・
放
射
線
測
定
器
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
の
存
在
は
検
知
で
き
る
が
、
そ
の
影
響
を
す

ぐ
に
五
感
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

・
平
時
か
ら
放
射
線
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
知
識
と
理
解
を
必
要
と
す
る
こ
と
。
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